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Task１の図表を見ながら設問に答える問題について

図表の読み取り方から解答の文章を書くポイント、

さらに、スコアアップのためのヒントを解説しよう。

図表で表現されていることは何か
　IETLS アカデミック・モジュールのライティング・セクショ
ン TASK １は、図表を見て質問に答えるものです。図表には、
表、線グラフ、円グラフ、棒グラフ、チャート、地図、または
それらを組み合わせたものなど、さまざまなパターンがありま
す。ここでは、図表で示されていることだけを答えなければな
りません。自分の意見・感想を加えてはいけないのです。まず
質問に目を通して、それを別の表現で書き換えてみましょう。
これがイントロダクションの部分になります。次に図表を見
て、そこで何が表現されているのか、何を目的としたものなの
かを考えます。例えば、こういった点に着目してみましょう。

● データの変化を示しているのか、２つ以上のものを比較して
いるのか

● 示されているデータは過去のものか、過去から現在に至るも
のか、それとも将来の予測か

　時間による変遷や比較を示しているものならば、２つ以上の
日付または年などが入っているはずです。そうでなければ、ひ
とつの日付・年しか入っていないか、またはまったく入ってい
ないこともあるでしょう。

図表によって表現が異なる

　図表の説明には、特定の語彙を使います。以下がその例です。

変化：	 increase（増加する）、fall（下落する）
remain stable（安定している）

比較：	more than...（…より多い）
less than...（…より少ない）
double the amount of...（…の量の２倍）

　プロセスを示すチャートの場合、受動態を用いる必要があり
ます。例えば、チョコレートの製造過程について説明するとし
ましょう。このような説明の仕方は、大変不自然に映ります。 

people crush cocoa beans and then people put the 
powder into a machine
（人々はカカオ豆を粉砕し、それから機械に粉を入れる）

　この場合、焦点となるのはチョコレートなので、次のような
文にする必要があります。 

cocoa beans are crushed and then the　powder is 
put into a machine
（カカオ豆は粉砕され、粉が機械に投入される）

　地図の説明においても、受動態が必要となります。例えば、
1980 年から 2000 年にかけての都市の中心部の変遷を示し
た２つの地図があるとしましょう。2 つ目の地図には、もう１
つにはない建物があります。私たちには、誰がこの建物を造っ
たのかわかりません。そこで、People... や They... ではなく、
building を主語として、次のように表現します。 

　a building was constructed during the period
（この間、建物が造られた）

　どのような表現の仕方が適しているかを学ぶには、問題集や
対策本に目を通してみてください。図表の問題とその答えの文
章に目を通し、自分で下線を引きながら、どういった文法が使
われているか、パターンを見出すのです。または、IETLS か
ら離れ、普段の生活の中でもこのパターンをつかむことができ
ます。新聞やウェブサイトを見て、統計やプロセスを説明する
のにどういった表現が使われているか確認してみてください。

文章の書き方にはコツがある

　イントロダクションの次に、図表が示す全体的な内容につい
て触れます。主な変化や大きな傾向につき、数字などあまり細
かい内容には触れずにまとめます。続いて細部について語ると
きは、単に事実を列挙するのではなく、最も重要な情報から始
め、互いに関連し合った情報をまとめるようにしてください。
　例えば、円グラフを見ながら政府の歳出についてまとめるとき、
最も支出が大きい項目について触れ、その次に中間のもの、最
後に支出が小さいものと、グループ分けしながら順番に触れていっ
てください。また、時間が経つにつれ変化していったことについ
ては、上昇傾向にあることに先に触れ、次に下降傾向にあるもの、
変化がないものについてまとめて述べます。いちばん大切なのは、
最も大きな変化について強調すること。できるだけ論拠となる数
字や細かい情報を盛り込むようにしてください。詳細を述べる際

は段落を使ってわかりやすく書くことも大切です。
　また、同じ言葉を繰り返し使わず、語彙が豊富にあることを
示すようにするといいでしょう。同じことを言う場合でも、例
えば下記のように、別の語を用いると効果的です。

増加する：increase/rise　減少する：decrease/fall

　変化の様子を示す形容詞を用いるのもいいでしょう。次のよ
うなものを参考にしてください。
　
gradual（ゆるやかな）、sharp（急激な）、rapid（急速な）

　さまざまな文法のパターンが使えることを示すことも心がけ
てください。次のようなバリエーションを参考にしてください。
　
there was a steady increase（安定して増加していた）
numbers increased steadily	（数字は安定して増加した）

　量の対比を表す表現も使えるようにしましょう。

expenditure on cars was almost double that on trains
	 （ほぼ倍であった）
expenditure on buses was by far the largest of the
spending areas	 （圧倒的に多かった）

　センテンスをつなぐテクニックも必要です。似たようなこと
をつけ加えるには、次のような言葉を使うといいでしょう。

in addition（つけ加えると）、further more（さらに）

　異なる傾向を伝えるには、次のような言葉が使えます。

whereas（〜に反して）、 in contrast（対照的に）、
although　（しかしながら）

　最初から完璧な文章を目指そうとしないことも大切です。自
分でどこを改善していくかを考えながら解答を書くことを重ね
ることで、文章力が次第に養われます。IELTS の問題集や対
策本を使い、お手本の文章と自分が書いたものを比べ、どこを
直していけばいいか、少しずつ考えていくようにしましょう。


